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５
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楽
し
か
っ
た

楽
し
か
っ
た
野
外
炊
事

大
山
青
年
の
家
に
あ
る
野
外
炊

事
場
で
昨
年

月

日
、
境
小
の

５
年
生

人
が
班
ご
と
に
分
か
れ

て
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
作
り
に
挑
戦
し

た
。班

ご
と
に
食
材
を
切
る
チ
ー
ム

と
か
ま
ど
作
り
・
ま
き
割
り
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
作
業
。
ち
ょ
う
ど

い
い
石
を
探
し
た
り
、
葉
っ
ぱ
な

ど
の
材
料
を
集
め
た
り
す
る
な
ど

を
し
た
。
風
が
強
か
っ
た
り
、
マ

ッ
チ
を
使
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
か

ま
ど
に
な
か
な
か
火
が
つ
か
な
か

っ
た
。

火
が
つ
き
、
ま
き
を
入
れ
る
人

と
料
理
を
す
る
人
に
分
か
れ
て
ジ

ャ
ン
バ
ラ
ヤ
作
り
を
開
始
。
丁
寧

に
具
材
を
切
っ
た
り
、
皿
に
具
材

を
盛
り
付
け
た
り
し
て
、
出
来
上

が
っ
た
班
か
ら
順
番
に
食
べ
た
。

自
分
た
ち
で
苦
労
し
て
作
っ
た

ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
は
、
と
て
も
お
い

し
く
感
じ
た
。青
年
の
家
の
人
が
、

私
た
ち
の
た
め
に
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
を
作
っ
て
く
れ
、
み
ん
な
で
お

い
し
く
味
わ
っ
た
。
一
緒
に
食
べ

た
先
生
た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
た
の

で
、
頑
張
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
と

感
じ
ら
れ
る
野
外
炊
事
に
な
っ

た
。

苦労してジャンバラヤ作り

火おこしに苦戦する児童たち

みんなでみんなで英語劇に挑戦に挑戦

【
学
校
名
】
境
港
市
立
境
小
学
校

【
所
在
地
】
境
港
市
湊
町

番
地

【
校
長
名
】
湯
尾

毅

【
児
童
数
】
２
７
５
人

【
学
校
教
育
目
標
】
思
い
（
愛
）
学
び
（
合
）
支
え
（
会
）
の

心
に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
の
育
成

【
め
ざ
す
子
ど
も
像
】

「
み
る
こ
と

き
く
こ
と

つ
た
え
る
こ
と
」
が
で
き
る
子

【
２
０
２
２
年
度
児
童
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

「
本
気
で
挑
戦

笑
顔
で
協
力

境
小
」

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
３
月

境
栄
暘
郷
学
校
開
校

１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
６
月

公
立
境
小
学
校
創
立

１
９
０
５
（
明
治

）
年
４
月

現
在
地

湊
町

に
新
築
移
転

１
９
４
７
（
昭
和

）
年
４
月

境
小
学
校
と
改
称

１
９
６
２
（
昭
和

）
年
７
月

学
校
プ
ー
ル
竣
工

１
９
９
９
（
平
成

）
年

月

県
西
部
地
震
に
よ
り
校
門
等

倒
壊

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

月

創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

挙
行

境
小
５
年
生

人
は
昨
年

月

、

両
日
、
「
自
立
、
向

上
、
友
愛
、
奉
仕
」
の
力
を
高

め
る
た
め
、
大
山
青
年
の
家
で

の
宿
泊
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
ゲ
ー
ム
で

は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
で
時

間
に
追
わ
れ
な
が
ら
友
達
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
掛
け
合

い
、
協
力
し
て
目
標
点
数
を
目

指
し
た
。

カ
ヌ
ー
で
は
、
２
人
一
組
に

な
り
、
カ
ヌ
ー
体
験
を
楽
し
ん

だ
。
初
め
て
の
人
が
多
か
っ
た

が
、
取
り
組
ん
で
い
く
う
ち
に

上
達
し
て
い
っ
た
。
大
き
な
カ

ヌ
ー
を
片
付
け
る
時
も
「
手
伝

う
よ
」
「
一
緒
に
運
ぼ
う
」
な

ど
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
協

力
し
て
活
動
し
た
。

５
年
梅
組
の
岩
佐
航
汰
君
は

「
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
人
の
こ
と
ま
で
気
を
配

り
な
が
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
語
っ
た
。
宿
泊
体

験
学
習
を
通
し
て
、
団
結
す
る

力
が
高
ま
っ
た
。

気持ち良くカヌーをこぐ児童たち

昨
年

月

日
、
境
小
の

体
育
館
で
５
年
生
の
児
童
が

英
語
劇

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｒ
ｏ
ｌ

ｌ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
ｂ
ａ

ｌ
ｌ

を
披
露
し
た
。
本
番

当
日
に
披
露
し
た
劇
は
完
璧

だ
っ
た
が
、
そ
こ
ま
で
に
は

た
く
さ
ん
の
苦
労
や
困
難
が

あ
っ
た
。

初
め
は
、
ア
リ
ー
シ
ャ
先

生
の
発
音
を
聞
い
た
り
、
同

じ
場
面
の
人
た
ち
と
何
度
も

練
習
し
た
り
し
た
。
通
し
練

習
で
は
、
全
体
的
に
う
ま
く

い
か
ず
、
何
度
も
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
。
お
じ
い
さ
ん
役

の
児
童
は
「
諦
め
そ
う
に
な

っ
た
け
ど
、
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
基
に
も
う
一
度
せ
り

ふ
や
効
果
音
、
ナ
レ
ー
タ
ー

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
練
習
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

本
番
で
は
、
練
習
し
た
こ

と
を
生
か
し
、
ス
ム
ー
ズ
に

保
護
者
の
方
に
伝
わ
る
よ
う

に
発
表
し
た
。
５
年
梅
組
の

八
軒
暖
人
君
は
「
練
習
と
本

番
の
雰
囲
気
は
違
っ
た
け

ど
、
せ
り
ふ
練
習
を
し
て
い

た
の
で
ミ
ス
を
す
る
こ
と
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
語
っ
た
。
学
習
発
表
会
を

通
し
て
、
一
人
一
人
が
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

を
知
り
、
努
力
を
続
け
る
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

スポットライトを浴びて英語劇を披露する児童

昨年 月 日、境小創立150周年を

祝い、境港市上道町の境港市民交流セ

ンター（愛称・みなとテラス）で記念

式典が行われた。

式典では、境小の歴史を振り返る特

別な動画が流された。また、境小の６

年生が児童たちにインタビューをする

場面があった。「給食で好きなメニュ

ーは何ですか」「好きな教科は何です

か」などの質問に、各学年の代表者が

答えた。

その後、式典の実行委員の方から湯

尾毅校長に新しい校旗が手渡された。

児童には「境小の校歌が入ったせんべ

い」「『150』の人文字写真が入った

時計」が記念品として配られ、５年生

の児童は「境小ならではの物をもらえ

てうれしい」と語った。

実
行
委
員
の
方

左

か
ら

校
旗
を
受
け
取
る
校
長

昨年９月

日、境小

グラウンド

で５ ６年

生が組み体

操 を 行 っ

た ２学期

の始めから

運動会本番

までの間に

たくさん練

習してきた

運動会練習当初の体育館練習では、肩倒立

などの技がそろわなかった。練習を重ねてい

くうちに技のこつを覚え、できるようになっ

ていった。技の順番も覚えていくと、グラウ

ンドでの練習が始まった。

体育館とは違ってグラウンドは広いため、

移動や技のバランスを取ることが難しく、不

安に思う児童もいた。しかし「頑張ろう」と

声を掛け合い、練習を重ねていくうちに、技

がそろうようになった。５年梅組の男子児童

は「肩倒立がそろうようになってうれしかっ

た」と語った。

たくさん練習を行った結果が本番の堂々と

した児童の姿に表れていた。常に全員が全力

で取り組むことで、達成感を味わえることが

分かった行事となった。

指先まで気持ちを込めた組体操
ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

境小５年梅組は昨年

月 日、本年度２回目の

調理実習を行った。

作ったのは「ご飯」と

「みそ汁」。ご飯はガラ

ス鍋で様子を見ながらじ

っくりと炊いた。同時に

みそ汁の具を切ったり、

火加減を見ながらだしを

取ったりした。

梅組の女子児童は「１

学期に行ったゆで野菜の

時より上手にできて、ま

た作りたいと思った」と

語った。一人一人が自分

のできることを考え、丁

寧に取り組んだ調理実習

だった。 丁寧に具材を切る調理実習

音
楽
室
で
場
面
ご
と
に
通
し
て
練
習
す
る
児
童

５
年
生
は
学
習
発
表
会
で
英
語

劇
を
行
っ
た
。
昨
年

月

日
か

ら

月

日
ま
で
の

日
間
、
本

番
で
披
露
す
る
た
め
、
学
校
の
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
練
習
を
頑
張
っ

た
。最

初
は
英
語
が
分
か
ら
ず
不
安

だ
っ
た
が
、
ア
リ
ー
シ
ャ
先
生
の

ア
プ
リ
を
使
っ
て
せ
り
ふ
を
練
習

し
た
。
準
備
は
少
し
で
も
リ
ア
ル

に
す
る
た
め
に
材
料
を
決
め
て
作

っ
た
。
場
面
ご
と
に
分
か
れ
て
少

し
ず
つ
通
し
て
練
習
し
、
声
の
大

き
さ
や
動
き
を
確
認
し
た
が
、
声

の
大
き
さ
や
窑
台
袖
で
の
過
ご
し

方
が
悪
か
っ
た
。

課
題
を
直
す
た
め
、
休
憩
時
間

も
使
っ
て
さ
ら
に
練
習
。
そ
れ
が

身
に
な
っ
て
声
が
大
き
く
な
り
、

窑
台
袖
で
の
過
ご
し
方
も
良
く
な

っ
た
。
道
具
・
効
果
音
・
照
明
も

つ
け
て
通
し
て
練
習
し
て
み
る

と
、
い
つ
窑
台
に
出
る
か
が
分
か

ら
な
く
な
る
な
ど
課
題
が
た
く
さ

ん
見
つ
か
っ
た
。

場
面
や
役
ご
と
に
集
ま
り
話
し

合
っ
た
後
、
も
う
一
度
通
し
て
練

習
す
る
と
前
回
よ
り
少
し
良
く
な

っ
た
。
そ
れ
か
ら
何
度
か
通
し
て

練
習
し
、プ
レ
発
表
会
を
迎
え
た
。

プ
レ
発
表
を
終
え
、
ま
た
課
題
を

見
つ
け
た
。
本
番
ま
で
の
間
、
場

面
ご
と
に
分
か
れ
て
練
習
し
、
本

番
を
迎
え
た
。
本
番
は
全
員
の
力

を
出
し
切
り
、
大
成
功
し
た
。

５年生は昨年４月 日、「ちがいを

豊かさに」の学習をテーマに遠足の計

画を立てた。

初めに、色別班で２年生と一緒に安

全に楽しく遊ぶことを計画。次に２年

生と安全に楽しく行ける道を考えたほ

か、遠足前の仲良し交流で２年生と仲

良くなるために遊んで交流を深め、少

しずつ打ち解けていった。

さらに遠足当日の目的地に向かう道

中で、２年生と話すことや聞いてみた

いことなども考えた。このように、５

年生は２年生のために必要な準備を着

々と進めていった。

５月２日の遠足当日は、第２公園で

５年生も２年生もとても楽しい雰囲気

で遊ぶことができて、遠足は大成功さ

せることができた。

第
２
公
園
に
向
か
う
２
年
生
と

５
年
生

境小のグ

ラウンドで

昨年９月

日、秋季大

運動会が行

われた。今

年もコロナ

禍というこ

ともあり、

観覧する保

護者が少な

かったり、

参加できない児童もいたりしたが、チーム

で協力したり、アドバイスをし合ったりし

て、参加できた児童は参加できない児童の

気持ちを背負って精いっぱい頑張った。

リレー練習では、チームの中で遅れてい

るところがあれば、少しでも追い付き速く

走ることができるように作戦を立てるなど

工夫した。５年生はスタートの姿勢やバト

ンパスを意識し、リレーに取り組んだ。

本番では１位青組、２位黄組、３位白組、

４位赤組という結果になったが、みんなで

練習した成果を出すことができた。全学年

が全力で走ることで、全力で楽しむことが

できた。「１人はみんなのために みんな

は１人のために」。頑張ったからとても楽

しい運動会にすることができた。

運命の５年生リレー
スタートの瞬間

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

境小５年竹組の 人は昨年

６月 日、家庭科室で「ゆで

る」の調理実習を行った。

調理実習は六つの班に分か

れて実施。ジャガイモとホウ

レンソウをゆでた。ジャガイ

モをゆでて、バターとコショ

ウをかけて「じゃがバター」

にして食べた。ホウレンソウ

はゆでて、しょうゆとかつお

節をかけて「ホウレンソウの

おひたし」にして食べた。み

んなおいしく食べた。

調理実習を実際に行う前

に、ゆでる時間や何分ゆでる

とどんな色になるのかなどを

教科書やノートで確認して計

画を立てた。使用する器具や

材料を準備するときも、誰が

何を取ってくるかなどを話し

合ってスムーズにできてい

た。みんな楽しそうに作って

いた。

協力してホウレンソウを
ゆでる児童

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
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